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１．調 査 の 概 要
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（１）調査の目的 
   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，
学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，
そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 
 
（２）調査の対象とする児童生徒 
 【小学校調査】 
・小学校第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年 
【中学校調査】 
・中学校第 3 学年，中等教育学校第 3学年，特別支援学校中学部第 3 学年 
 
（３）調査事項及び手法 
① 児童生徒に対する調査 
ア  教科に関する調査〔国語，算数・数学〕 
国語，算数・数学はそれぞれ「主として『知識』に関する問題」（A）※１と「主
として『活用』に関する問題」（B）※２を出題。 
※１：身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不 
可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 
※２：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て 
実践し評価・改善する力など 
イ  質問紙調査 
学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 
 
② 学校に対する質問紙調査 
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備
の状況等に関する質問紙調査を実施。 
  
（４）調査の方式 
   悉皆調査 
 
（５）調査日時  
平成 26 年 4 月 22 日（火） 
   
【小学校調査】            【中学校調査】 
1 時限目 2 時限目 3 時限目   1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目  
国語Ａ，算数Ａ 
(各 20 分) 
国語Ｂ 
(40 分) 
算数Ｂ 
(40 分) 
児童質問紙
(20 分程度)
 国語Ａ 
(45 分)
国語Ｂ 
(45 分)
数学Ａ 
(45 分)
数学Ｂ 
（45 分） 
生徒質問紙
（20 分程度）
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（６）集計児童生徒・学校数 
① 集計基準 
児童生徒に対する調査について，平成26年4月22日に実施された教科に関する調査
及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する児童
生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 
 
② 集計児童生徒数 
（小学校第6学年，特別支援学校小学部第6学年） 
  
調査対象児童数※1 
 
4月22日に調査を実施した
児童数※2 
【参考】 
4月22日～5月9日に調査を
実施した児童数 
公立 1,109,678人 1,080,663人 1,088,176人
国立 7,233人 7,126人 7,154人
私立 13,391人 6,017人 6,108人
合計 1,130,302人 1,093,806人 1,101,438人
 
 
（中学校第3学年，中等教育学校第3学年，特別支援学校中学部第3学年） 
  
調査対象生徒数※1 
 
4月22日に調査を実施した
生徒数※2 
【参考】 
4月22日～5月9日に調査を
実施した生徒数 
公立 1,074,571人 1,018,365人 1,026,765人
国立 11,005人 10,397人 10,766人
私立 82,952人 31,248人 31,325人
合計 1,168,528人 1,060,010人 1,068,856人
 
※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒
数，私立は，平成25年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能
性がある。 
※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で
算出。 
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③ 集計学校数 
（小学校，特別支援学校小学部） 
  
調査対象者の在
籍する学校数 
 
4月22日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月23日～5月9日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月22日～5月9日
に調査を実施し
た学校数 
（実施率％） 
公立 20,217校 
20,177校
（99.8％）
26校 
20,203校
（99.9％）
国立 75校 
75校
（100.0％）
0校 
75校
（100.0％）
私立 218校 
100校
（45.9％）
2校 
102校
（46.8％）
合計 20,510校 
20,352校
（99.2％）
28校 
20,380校
（99.4％）
 
 
（中学校，中等教育学校，特別支援学校中学部） 
  
調査対象者の在
籍する学校数 
 
4月22日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月23日～5月9日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月22日～5月9日
に調査を実施し
た学校数 
（実施率％） 
公立 9,813校 
9,742校
（99.3％）
60校 
9,802校
（99.9％）
国立 81校 
78校
（96.3％）
3校 
81校
（100.0％）
私立 755校 
353校
（46.8％）
2校 
355校
（47.0％）
合計 10,649校 
10,173校
（95.5％）
65校 
10,238校
（96.1％）
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 
本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実
施しているが，実施教科が国語，算数・数学の2教科のみであることや，必ずしも学習
指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児童
生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であることや，学校における教育活動の一
側面に過ぎないことに留意することが必要である。 
本調査の結果においては，国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平
均正答数，平均正答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみでは必ず
しも調査結果の全てを表すものではなく，中央値，標準偏差等の数値や分布の状況を表
すグラフの形状など他の情報と合わせて総合的に結果を分析，評価することが必要であ
る。また，個々の設問や領域等に着目して学習指導上の課題を把握・分析し，児童生徒
一人一人の学習改善や学習意欲の向上につなげることも重要である。 
 
＜用語説明＞  
語 句  説       明 
平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均正答率は，
それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答
率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の
百分率。 
中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 
最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 
標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数
値。標準偏差が0とは，ばらつきがない（データの値がすべて同じ）
ことを意味する。 
相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1
から1までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほど
負の相関が強いことを表す。 
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２．教科に関する調査の結果（概要）
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（１）調査問題の趣旨・内容，課題等，指導改善のポイント 
○調査問題の趣旨・内容 
  国語Ａ  基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題 
（例） ■ フリップの効果を説明したものとして適切なものを選択する。 
■ 仲直りができてうれしい主人公の気持ちを印象深く伝えるために書き換える。 
■ 主人公が「素通りが出来なくなる」と思った理由として適切なものを選択する。 
■ 古文に当てはまる言葉を昔話の中から抜き出す。 
国語Ｂ  基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題 
（例） ■ ノートを基に，標語から伝わってくる〈メッセージ〉と〈表現の工夫とその効果〉を書く。 
■ 水の中に浸すと，切手をきれいにはがすことができる理由を書く。 
■ 落語の演じ方を選択し，なぜそのように演じるのかを，本文を根拠に殿さまの気持ちを想像
して書く。 
 ○課題等 
 
自分の考えを表す際に，根拠を示すことは意識されているが，根拠として取り上げる内容を
正しく理解した上で活用する点に課題がある。〔Ｂ１三，Ｂ２三〕 
文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えたい事柄や根拠を明確にして自分の考えを書く
ことについて，説明する際に，文章や資料から必要な情報を取り出してはいるが，それらを用
いて伝えたい内容を適切に説明する点に，依然として課題がある。〔Ｂ２三〕 
  
 
◇(A) 必要に応じて質問し，足りない情報を聞き出すことは，相当数の生徒ができている。 
〔Ａ１二〕 
◆(A) 目的に沿って話し合い，互いの発言を検討することに課題があり，指導の充実が求めら
れる。〔Ａ６一〕 
 
 
  ◇(A) 心情が相手に効果的に伝わるように，描写を工夫して書き加えることは，相当数の生徒が
できている。〔Ａ２一〕 
◆(B) 資料から適切な情報を得て，伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書くことに，依然
として課題がある。〔Ｂ２三〕 
◆(B) 根拠を明確にして自分の考えを具体的に書くことに，依然として課題がある。〔Ｂ３三〕 
 
 
  ◇(A) 登場人物の心情や行動に注意して読んだり，文章全体と部分との関係を考えたりして，内
容を理解することは，相当数の生徒ができている。〔Ａ３一，Ａ５二〕 
◆(B) 文章の構成や表現の仕方などについて自分の考えをもつことに課題がある。〔Ｂ１三〕 
◆(B) 複数の資料を比較して読み，要旨を捉えることに課題がある。〔Ｂ２一〕 
  
 
  ◇(A) 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことは，相当数の生徒ができている。 
〔Ａ８五１〕 
  ◆(A) 文脈に即して漢字を正しく書くこと，語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うことに
ついては，一部に課題がある。〔Ａ８一１，２，三ア〕 
 
◇･･･相当数の生徒ができている点 ◆･･･課題のある点    ( )内の記号は，A･･･国語Ａ，B･･･国語Ｂ  
    〔 〕内の記号は，問題番号 
話すこと・聞くこと 
書くこと 
読むこと 
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
主な特徴 
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○指導改善のポイント 
 
○ 話合いの目的を踏まえた上で，観点に沿って発言を整理する指導の工夫 
・ 目的の達成を目指して話し合う力を身に付けるために，何について，いつまでに結論を出
すのかを確認し，出された意見をどのような観点で整理すれば目的に合った結論を導くこと
ができるのかなどを考えながら話合いを行うように指導することが大切である。 
 
       
○ 伝えたい事柄を明確にして，分かりやすく書く指導の工夫 
・ 伝えたい事柄を整理して分かりやすく書く力を身に付けるために，目的や相手に応じて，取
り上げる内容，それらを示す順番などを考え，よりよい文章にするように指導することが大切
である。その際，取り上げる内容は適切か，それらの内容を用いて書いた文章が，伝えたい事
柄を正確に伝えるものになっているかなどの観点で，文章を読み直すことが重要である。 
○ 根拠を明確にして，自分の考えを具体的に書く指導の工夫 
・ 本や文章を読んで考えたことを具体的に書く力を身に付けるために，本や文章のどの部分
に特に興味や関心をもったのかを明確に示した上で，なぜそこに着目したのか，その内容に
ついて自分はどのように考えるのかなどを丁寧に書くように指導することが大切である。例
えば，引用した箇所と自分の考えとの関連，根拠として取り上げた内容の妥当性など，書い
た文章を複数の観点から見直すことが重要である。その際，自分の考えに照らして，根拠と
して取り上げた引用や要約の量は適切か否かも考えることが大切である。 
 
 
 
○ 資料を読んで要旨を捉えたり，必要な情報を正確に読み取ったりする指導の工夫 
・ 資料を読んで要旨を捉えたり，必要な情報を正確に読み取ったりする力を身に付けるため
に，目的に沿って資料の内容を整理したり，自分の言葉で言い換えたりした際に，それらの
内容が，使用した資料の内容を適切に取り上げているかどうかを確認するように指導する必
要がある。 
○ 文章の構成や表現の仕方を捉えて自分の考えをもつ指導の工夫 
・ 文章の構成や表現の仕方を捉えて自分の考えをもつ力を身に付けるために，書き手が文章
を書こうとした目的や意図，それに応じた表現の工夫について丁寧に分析するように指導す
る必要がある。例えば，書き手はどういう効果を狙ってそのような表現の技法を使用したの
か，それにより十分な効果は得られているのかなどの観点から文章を読むことが重要である。 
 
 
○ 言葉への関心を高め，言語感覚を豊かにする指導の工夫 
・ 言葉への関心を高め，言語感覚を豊かにするために，辞書等を使って，なじみの薄い語句
や使用頻度の低いと思われる漢字などを積極的に調べる機会を意図的に設ける必要がある。
その上で，具体的な言語活動の中で調べた語句等の定着を図るように指導することが大切で
ある。 
 
話すこと・聞くこと 
書くこと 
読むこと 
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【国語Ａ】 
生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,059,584 人 25.5問/32問 79.8％ 27.0 問 5.6 30 問 
 
正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:生徒の割合)      正答数累積グラフ(横軸:正答数，縦軸:累積割合) 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別設問数（横軸：正答率，縦軸：設問数） 
分類 区分 対象設問数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域等 
話すこと・聞くこと ４ 72.7 
書くこと ６ 83.7 
読むこと ５ 83.3 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 １７ 79.1 
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度 ０  
話す・聞く能力 ４ 72.7 
書く能力 ６ 83.7 
読む能力 ５ 83.3 
言語についての知識・理解・技能 １７ 79.1 
問題形式 
選択式 ２０ 83.5 
短答式 １２ 73.6 
記述式 ０  
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学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
書
く
こ
と
読
む
こ
と
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
話
す
・
聞
く
能
力
書
く
能
力
読
む
能
力
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
１一 ２ウ ○ ○ 78.9 0.2
１二 １エ ○ ○ 80.6 0.2
２一 ２ウ ○ ○ 91.1 0.2
２二 ２エ ○ ○ 80.1 9.0
３一 １ウ ○ ○ 92.1 0.2
３二 １ア ○ ○ 80.2 0.2
３三 ２イ ○ ○ 79.6 0.4
４一 １イ ○ ○ 92.7 0.4
４二 １エ ○ ○ 80.9 3.0
５一 ２ア ○ ○ 78.7 0.4
５二 ２イ ○ ○ 85.9 0.5
６一 ２オ ○ ○ 54.9 5.7
６二 １オ ○ ○ 76.2 1.1
７一 ２ア ○ ○ 84.9 0.6
７二 ２オ ○ ○ 72.6 1.0
８一１ ２(１)ウ(イ) ○ ○ 58.5 11.9
８一２ ２(１)ウ(イ) ○ ○ 60.2 3.2
８一３ ２(１)ウ(イ) ○ ○ 74.1 10.6
８二１ ２(１)ウ(ア) ○ ○ 77.6 7.4
８二２ ２(１)ウ(ア) ○ ○ 88.9 3.9
８二３ ２(１)ウ(ア) ○ ○ 95.2 1.2
８三ア １(１)イ(ウ) ○ ○ 60.0 1.0
８三イ １(１)イ(ウ) ○ ○ 96.3 0.6
８三ウ ２(１)イ(イ) ○ ○ 81.2 0.8
８三エ １(１)イ(ウ) ○ ○ 89.7 0.7
８三オ ２(１)イ(ア) ○ ○ 93.1 0.7
８三カ １(１)イ(ウ) ○ ○ 86.7 1.0
８三キ １(１)イ(ウ) ○ ○ 92.2 1.0
８四 ２(１)イ(イ) ○ ○ 60.6 11.9
８五１ １(１)ア(ア) ○ ○ 80.7 6.8
８五２ ２(１)ア(イ) ○ ○ 71.6 8.7
８六 １(２)ア ○ ○ 78.0 1.5
設問番号
正
答
率
(
％
)
無
解
答
率
(
％
)
フリップの効果を説明したものとして適切なもの
を選択する
目的に応じて，資料を効果的に活用
して話す
出題の趣旨
報告の内容を踏まえた質問として適切なものを選
択する
必要に応じて質問し，足りない情報
を聞き出す
設問の概要
主人公の気持ちの変化にふさわしい空の描写とし
て適切なものを選択する
心情が相手に効果的に伝わるよう
に, 描写を工夫して書き加える
仲直りができてうれしい主人公の気持ちを印象深
く伝えるために書き換える
語句や文の使い方に注意して，伝え
たい心情にふさわしい言葉に書き換
える
主人公が「素通りが出来なくなる」と思った理由
として適切なものを選択する
登場人物の心情や行動に注意して読
み，内容を理解する
「ひとしくおれの方を見た」の意味として適切な
ものを選択する
文脈の中における語句の意味を理解
する
生徒の落書きを見たときの主人公の心情を説明し
たものとして適切なものを選択する
登場人物の言動の意味を考え，内容
を理解する
ウェブページの項目として適切なものを選択する 集めた材料を分類するなどして整理する
主語を置き換えて行事の記録を書き直す 叙述の仕方などを確かめて，適切に書き換える
「動物」と「外界のもの」との組合せとして適切
なものを選択する
抽象的な概念を表す語句が示すもの
について理解する
「次々に簡略化していった」理由を説明したもの
として適切なものを選択する
文章全体と部分との関係を考え，内
容を理解する
二人の発言を聞いて，意見の相違点を整理する 目的に沿って話し合い，互いの発言を検討する
話合いの方向を捉えた司会の役割として適切なも
のを選択する
話合いの方向を捉えて司会の役割を
果たす
文章を書くために使った付箋として適切なものを
選択する
多様な方法で材料を集めながら考え
をまとめる
文章の構成を変える理由として適切なものを選択
する
書いた文章について意見を交流し，
文章を書き直す
漢字を書く（地域の人をショウタイする）
文脈に即して漢字を正しく書く漢字を書く（円のハンケイを求める）
漢字を書く（計画を行動にウツす）
漢字を読む（アユの稚魚を放流する）
文脈に即して漢字を正しく読む漢字を読む（このホールは音響効果が良い）
漢字を読む（新記録に挑む）
適切な語句を選択する（よい結果を早く出したい
ときは，急がば回れといわれるように，かえって
慎重に議論を進めるべきだ）
語句の意味を理解し，文脈の中で適
切に使う
適切な語句を選択する（先のことは分からない
が，とりあえず準備だけはしておこう）
適切な語句を選択する（地域の伝統的な文化を継
承する）
適切な語句を選択する（笑い声が満ちている家に
は幸運が訪れることを，「笑う門には福来たる」
という）
適切な敬語を選択する（お客様，私が校内をご案
内します）
適切な語句を選択する（あの人は，単刀直入にも
のを言う）
適切な語句を選択する（忙しい兄は，休日にのび
のびと羽を伸ばす）
文字を書く際に生かしたアドバイスとして適切な
ものを選択する
文字の大きさ，配列などに注意して
書く
国語辞典で調べたことを基に，語句の意味を書く
（英気を養う）
辞書を活用して，語句の意味を適切
に書く
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す
（まうけて）
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直
して読む
古文に当てはまる言葉を昔話の中から抜き出す 古典と昔話とを対応させて内容を捉える
設問別集計結果 
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【国語Ｂ】 
生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,059,784 人 4.6 問/9 問 51.6％ 5.0 問 2.3 6 問 
 
正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:生徒の割合)      正答数累積グラフ(横軸:正答数，縦軸:累積割合) 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別設問数（横軸：正答率，縦軸：設問数） 
分類 区分 対象設問数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域等 
話すこと・聞くこと ０  
書くこと ３ 41.6 
読むこと ８ 49.8 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 ４ 57.5 
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度 ３ 41.6 
話す・聞く能力 ０  
書く能力 ３ 41.6 
読む能力 ８ 49.8 
言語についての知識・理解・技能 ４ 57.5 
問題形式 
選択式 ６ 56.5 
短答式 ０  
記述式 ３ 41.6 
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30%
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10%
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60%
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80%
90%
100%
9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
0問
2問
4問
6問
8問
10問
12問
14問
0%～ 10%～20%～30%～40%～50%～60%～70%～80%～90%～
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学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
書
く
こ
と
読
む
こ
と
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
話
す
・
聞
く
能
力
書
く
能
力
読
む
能
力
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
１一 １(１)イ(オ) ○ ○ 66.0 0.3
１二 ２エ ○ ○ 59.4 0.4
１三 ２オ
２
ウ
１(１)
イ(オ) ○ ○ ○ ○ ○ 48.9 3.3
２一 １イ ○ ○ 31.7 0.5
２二 １カ ○ ○ 61.7 0.6
２三 １ウ
２
オ ○ ○ ○ ○ 28.8 15.6
３一 １カ ○ ○ 52.6 0.7
３二 ２イ
２(１)
ア(イ) ○ ○ ○ 67.8 0.8
３三 １ウ
２
エ
２(１)
ア(ア) ○ ○ ○ ○ ○ 47.2 8.3
標語に使用されている表現の技法として適切なも
のを選択する 表現の技法について理解する
標語から伝わってくるメッセージを書く際に気を
付けたこととして適切なものを選択する
文章に表れているものの見方につい
て，自分の考えをもつ
ノートを基に，標語から伝わってくる〈メッセー
ジ〉と〈表現の工夫とその効果〉を書く
文章の構成や表現の仕方などについ
て，根拠を明確にして自分の考えを
書く
落語の演じ方を選択し，なぜそのように演じるの
かを，本文を根拠に殿さまの気持ちを想像して書
く
落語に表れているものの見方や考え
方について，根拠を明確にして自分
の考えを書く
本とインターネットの内容を比較したときの説明
として適切なものを選択する
複数の資料を比較して読み，要旨を
捉える
本やインターネットの内容から答えが得られるも
のとして適切なものを選択する
複数の資料から必要な情報を読み取
る
水の中に浸すと，切手をきれいにはがすことがで
きる理由を書く
資料から適切な情報を得て，伝えた
い事実や事柄が明確に伝わるように
書く
演者が顔を向ける方向として適切なものを選択す
る
本や文章から，目的に応じて必要な
情報を読み取る
殿さまの言葉が表す殿さまの姿として適切なもの
を選択する
落語に登場する人物の言動の意味を
考え，その姿を想像する
出題の趣旨設問番号 設問の概要
無
解
答
率
(
％
)
正
答
率
(
％
)
設問別集計結果 
 
 
 
 
 
 
-13-
○ 国語Ｂの正答数が多い生徒は，国語Ａの正答数も多い傾向にあるが，国語Ａの正答
数が多い生徒は，国語Ｂの正答数において広く分布している。 
○ 「国語Ａは平均以上」かつ「国語Ｂは平均未満」の生徒の割合は 15.0％，「国語Ａ
は平均未満」かつ「国語Ｂは平均以上」の生徒の割合は 6.6％となっている。 
■国語Ａと国語Ｂの相関等 
 
 
 
 
 
 
国語Ａの正答数，国語Ｂの正答数，正答生徒数の相関をバブルチャートに表したもの。 
※ バブルチャート：2軸の座標軸の上に，大きさが 3軸目の指標を示す円状の図（バブル）を配置した図表。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
（３）知識に関する調査と活用に関する調査の相関等 
正答数（国語Ａ）×正答数（国語Ｂ）
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（４）地域の規模等の状況 
 
［国語Ａ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
  
 
［国語Ｂ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
  
 
 
 
 
 
 
（５）都道府県の状況 
 
［国語Ａ］正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県数） ［国語Ｂ］正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県数） 
   
  
0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問15問16問17問18問19問20問21問22問23問24問25問26問27問28問29問30問31問32問
大都市 中核市 その他の市 町村 へき地 全国（公立）
25.5 /32
25.4 /32
25.4 /32
25.3 /32
25.3 /32
25.4 /32
27.0
79.5
5.5
5.7
町村 96,513 78.9 27.0
平均正答数
27.0
27.0
全国（公立） 1,017,965 79.4
大都市
141,667
241,804
79.2
標準偏差中央値
27.0 5.7
へき地 18,623 79.0 27.0
平均正答率
(％)
79.5
5.6
その他の市 529,027
生徒数
中核市 5.7
5.8
0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問
大都市 中核市 その他の市 町村 へき地 全国（公立）
4.6 /9
4.6 /9
4.5 /9
4.5 /9
4.5 /9
4.6 /9
2.2
その他の市 529,114
生徒数
中核市 2.3
2.3
標準偏差中央値平均正答率(％)
50.9
51.5
5.0 2.3
49.7 4.0 2.2
全国（公立） 1,018,157 51.0
2.3
町村 96,497 49.9
へき地 18,616
5.0
大都市
141,721
241,880
50.5
平均正答数
5.0
5.0
5.0
46
1
0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
14.4～ 24.4～ 34.4～ 44.4～ 54.4～ 64.4～ 74.4～ 84.4～ 94.4～
(%)
1
46
0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
16～ 26～ 36～ 46～ 56～ 66～ 76～ 86～ 96～
(%)
全国（公立）の
平均正答率
47都道府県（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
47都道府県（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
79.4% 84.4%【＋5.0%】
74.4%
【－5.0%】
全国（公立）の
平均正答率
47都道府県（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
47都道府県（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
51.0% 55.9%【＋4.9%】
45.6%
【－5.4%】
○ 平均正答数，平均正答率，中央値，標準偏差を見ると，25 年度同様，地域の規模等（公立：
大都市，中核市，その他の市，町村，へき地）による大きな差は見られない。 
○ 各都道府県（公立）の状況については，平均正答率を見ると，25 年度同様，ほとんどの都
道府県が平均正答率の±5％の範囲内にあり，大きな差は見られない。 
※大都市（政令指定都市及び東京 23 区），中核市，その他の市，町村の値は，当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立
学校に在籍する生徒の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 
※へき地の値は，へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する生徒の調査結果を集計した
ものである。大都市，中核市，その他の市，町村の値に重複する。 
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（６）教育委員会の状況 
 
［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
   
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）      正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合） 
   
 
 
 
 
（７）学校の状況 
 
［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
   
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）        正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 
  
25.4 / 32
教育委員会数 教育委員会の標準偏差
4.31,789
教育委員会の
平均正答数
79.4
教育委員会の
中央値
(％)
79.4
教育委員会の
平均正答率
(％)
4.6 / 91,789 50.7 50.4 6.3
教育委員会数 教育委員会の平均正答数
教育委員会の
平均正答率
(％)
教育委員会の
中央値
(％)
教育委員会の
標準偏差
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25.5 / 32
学校数 学校の標準偏差
6.410,173
学校の
平均正答数
79.6
学校の
中央値
(％)
79.8
学校の
平均正答率
(％)
4.6 / 910,173 51.2 50.9 8.6
学校数 学校の平均正答数
学校の
平均正答率
(％)
学校の
中央値
(％)
学校の
標準偏差
0%
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40%
0％～ 10％～ 20％～ 30％～ 40％～ 50％～ 60％～ 70％～ 80％～ 90％～
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0％～ 10％～ 20％～ 30％～ 40％～ 50％～ 60％～ 70％～ 80％～ 90％～
○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見
ると，25 年度と比べ大きな変化は見られない。 
○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると，
25 年度と比べ大きな変化は見られない。 
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（８）国・公・私立学校の状況 
 
［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
 
＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）  ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
   
 
＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）  ＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
   
 
＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）  ＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
-19-
（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方
調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，
分析結果と課題，学習指導に当たって等を記述しています。
問題画像
調査問題を縮小して掲載しています。
出題の趣旨
調査問題ごとに出題の趣旨を示して
います。
趣旨
設問ごとの趣旨を示しています。
■学習指導要領における領域・内容
調査対象学年及び他の学年の児童生
徒への学習指導の改善・充実を図る際
に参考となるよう，関係する学習指導
要領における領域・内容を示していま
す。
解答類型と反応率
解答類型ごとの反応率，正答の条件，
正答例を示しています。
（詳細は下欄参照）
解答類型と反応率
解答類型は，一人一人の児童生徒の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定
する条件などに即して解答を分類，整理するためのものです。正誤だけではなく，一人一人
の誤答の状況（どこでつまずいているのか）に着目して，学習指導の改善・充実を図ること
ができます。
＜正答について＞
「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答
「○」… 設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
※ 反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため，「◎」と「○」の反応率の合計
と正答率が一致しない場合があります。
分析結果と課題
設問ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，成果・課題の有無
・ 特徴的な誤答について，反応率，誤答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連
・ 関連する過去の調査問題 など
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分析結果と課題
正答率，課題の有無，誤答の分析，
これまでの調査で見られた課題との関
連等を記述しています。
（詳細は前ページの下欄参照）
学習指導に当たって
調査結果を受け，学習指導の改善・
充実を図る際のポイントを記述してい
ます。（詳細は下欄参照）
※出典等
著作物について，出典及び著作権者等
を示しています。
学習指導に当たって
調査問題に関係する領域・内容について，各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る
際に御活用ください。また，本書のほか，授業の改善・充実を図る際の参考となるよう，授
業のアイディアの一例を示すものとして「授業アイディア例」（本年９月上旬公表予定）を
作成しますので，本書及び「解説資料」（本年４月公表）と併せて御活用ください。
なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該
当ページを記載していますので，これらの資料も併せて御活用ください。
本書では，以下の資料については略称を用いています。
資料 略称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度解説資料○学校○○」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」
「平成○年度【○学校】報告書」
「平成２５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」
「平成○年度【○学校】授業アイディア例」
「平成２３年度 全国学力・学習状況調査の問題を活用した授業アイディア例」
※図はイメージです。
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（２）中学校 国語Ａ
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国語Ａ１ 報告会をする
出題の趣旨
・ 目的に応じて，資料を効果的に活用して話すこと
・ 必要に応じて質問し，足りない情報を聞き出すこと
設問一
趣旨
目的に応じて，資料を効果的に活用して話すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ウ 目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話すこと。 《話すこと》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
１ 一 １ １と解答しているもの 6.1
２ ２と解答しているもの 78.9 ◎
３ ３と解答しているもの 1.0
４ ４と解答しているもの 13.8
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
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分析結果と課題
○ 正答率は78.9％である。
○ 解答類型４の反応率は13.8％である。これは，フリップの一般的な効果については理解し
ているものの，田中さんが持つフリップの内容が【田中さんの報告】の内容を簡潔に示して
いることを捉えられなかったものと考えられる。
学習指導に当たって
資料や機器などを効果的に活用し，内容を的確に伝えるための工夫をする
報告や説明をするスピーチの際には，内容や場に応じて，文字や図表などを用いて視覚に訴
える資料を活用することが有効である。本問で取り上げたフリップの他にも，プレゼンテーショ
ンソフトなどを活用して資料を作成したり，実物投影機で資料を提示したりすることが考えら
れる。
指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育
成に向けて～【中学校版】」国語－６も参考になる。
（参照）
「言語活動事例集【中学校版】」P.29～P.30
設問二
趣旨
必要に応じて質問し，足りない情報を聞き出すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 必要に応じて質問しながら聞き取り，自分の考えとの共通点や相違点を整理すること。
《聞くこと》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
１ 二 １ １と解答しているもの 2.5
２ ２と解答しているもの 8.3
３ ３と解答しているもの 80.6 ◎
４ ４と解答しているもの 8.3
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は80.6％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
必要な情報を得るために，適切な質問をする
報告や説明を聞く際には，疑問に思ったことや確認したいことに加え，更に知りたいことな
どをメモしながら聞くことが重要である。その上で，適切な質問をすることにより必要な情報
を得るように指導することが引き続き大切である。
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国語Ａ２ 物語を書く
出題の趣旨
・ 心情が相手に効果的に伝わるように，描写を工夫して書き加えること
・ 語句や文の使い方に注意して，伝えたい心情にふさわしい言葉に書き換えること
設問一
趣旨
心情が相手に効果的に伝わるように，描写を工夫して書き加えることができるかどうか
をみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，
描写を工夫したりして書くこと。 《記述》
-26-
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
２ 一 １ １と解答しているもの 3.8
２ ２と解答しているもの 91.1 ◎
３ ３と解答しているもの 2.9
４ ４と解答しているもの 2.0
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は91.1％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
心情が効果的に伝わるように描写を工夫する
物語を書く活動の際には，登場人物の心情が効果的に伝わるように，比喩などを使って表し
たり，風景や天候などの情景描写を通して表したりするなど，描写を工夫して書くように指導
することが引き続き大切である。
設問二
趣旨
語句や文の使い方に注意して，伝えたい心情にふさわしい言葉に書き換えることができ
るかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
エ 書いた文章を読み返し，語句や文の使い方，段落相互の関係などに注意して，読みや
すく分かりやすい文章にすること。 《推敲》
すいこう
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 二 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 仲直りができたうれしさを表す表現を適切に書いている。
② 「僕の心は」に適切に続くように，五字以内で書いている。
（正答例）
・ （僕の心は）軽くなった（。） （５字）
・ （僕の心は）弾んだ（。） （３字）
・ （僕の心は）晴れてきた（。） （５字）
１ 条件①，②を満たして解答しているもの 80.1 ◎
２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 0.0
３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 8.5
９ 上記以外の解答 2.3
０ 無解答 9.0
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分析結果と課題
○ 正答率は80.1％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
伝えたい事柄にふさわしい言葉に書き換える
書いた文章を推敲する際には，伝えたい事柄を明確にした上で，それにふさわしい表現になっ
ているか検討するように指導することが引き続き大切である。特に，物語などの創作した文章
では，「楽しい気持ちになった」，「悲しくなった」などの直接的な表現を，読み手のイメージ
を喚起する印象深い表現にできないか見直すことも重要である。
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国語Ａ３ 文学的な文章を読む（「坊っちゃん」）
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出題の趣旨
・ 登場人物の心情や行動に注意して読み，内容を理解すること
・ 文脈の中における語句の意味を理解すること
・ 登場人物の言動の意味を考え，内容を理解すること
設問一
趣旨
登場人物の心情や行動に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。
《文章の解釈》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
３ 一 １ １と解答しているもの 3.9
２ ２と解答しているもの 1.9
３ ３と解答しているもの 1.8
４ ４と解答しているもの 92.1 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は92.1％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
登場人物の言動の意味を考えて内容を理解する
物語や小説などを読む際には，登場人物の言動や話の展開に注意して読み，人物の心情を豊
かに想像するように指導することが引き続き大切である。
設問二
趣旨
文脈の中における語句の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
ア 文脈の中における語句の意味を的確にとらえ，理解すること。《語句の意味の理解》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
３ 二 １ １と解答しているもの 10.3
２ ２と解答しているもの 8.3
３ ３と解答しているもの 80.2 ◎
４ ４と解答しているもの 1.0
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は80.2％であり，相当数の生徒ができている。
○ 解答類型１の反応率は10.3％である。これは，「ひとしく」という言葉がこの場面におい
てどのような意味で用いられているかについて，十分に理解できていないものと考えられる。
学習指導に当たって
文脈の中における語句の意味を理解する
文学的な文章で使われる語句を理解するためには，その語句の辞書的な意味を踏まえ，文脈
に即して意味や効果を捉えるように指導することが引き続き大切である。
設問三
趣旨
登場人物の言動の意味を考え，内容を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内
容の理解に役立てること。 《文章の解釈》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
３ 三 １ １と解答しているもの 12.4
２ ２と解答しているもの 79.6 ◎
３ ３と解答しているもの 2.9
４ ４と解答しているもの 4.8
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.4
分析結果と課題
○ 正答率は79.6％である。
○ 解答類型１の反応率は12.4％である。これは，「さっきは別に腹も立たなかったが今度は癪
しゃく
に障った。」という「おれ」の心情の変化を捉えられていないものと考えられる。
さわ
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学習指導に当たって
登場人物の心情の変化を適切に捉える
物語や小説などを読む際には，話の展開に沿って，出来事に伴う登場人物の心情の変化を捉
えながら読んでいくことが大切である。特に，山場などで心情の変化を丁寧に考えさせたいと
きは，その前後の出来事に対する主人公の言動を取り上げ，その時々の心情を表に整理するな
どしてその変化を読み取る学習活動が有効である。
※出典等
夏目漱石『坊っちゃん』（平成25年１月 小学館）による。
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国語Ａ４ ウェブページを作成する
出題の趣旨
・ 集めた材料を分類するなどして整理すること
・ 叙述の仕方などを確かめて，適切に書き換えること
設問一
趣旨
集めた材料を分類するなどして整理することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
イ 集めた材料を分類するなどして整理するとともに，段落の役割を考えて文章を構成す
ること。 《構成》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
４ 一 １ １と解答しているもの 3.0
２ ２と解答しているもの 1.4
３ ３と解答しているもの 2.5
４ ４と解答しているもの 92.7 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.4
分析結果と課題
○ 正答率は92.7％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
集めた材料を分類するなどして整理する
紹介や報告をする文章を書く際には，相手や目的などを意識し，集めた材料を分類するなど
して整理した上で書くように指導することが引き続き大切である。
設問二
趣旨
叙述の仕方などを確かめて，適切に書き換えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
エ 書いた文章を読み返し，表記や語句の用法，叙述の仕方などを確かめて，読みやすく
分かりやすい文章にすること。 《推敲》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ 二 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 青木さんが部長に先導されていることが分かるように書いている。
② 「青木さんが，」と「，グラウンドに登場しました。」に適切に続く
ように書いている。
＊ 「先導」という言葉を用いていないものは，解答類型９とする。
（正答例）
・ （青木さんが，）部長に先導され（，グラウンドに登場しました。）
・ （青木さんが，）部長の先導により（，グラウンドに登場しました。）
１ 条件①，②を満たして解答しているもの 80.9 ◎
２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 0.0
３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 9.6
９ 上記以外の解答 6.5
０ 無解答 3.0
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分析結果と課題
○ 正答率は80.9％であり，相当数の生徒ができている。
○ 平成23年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ５では，「目的や意図に応じ，表現
の効果を考えて書き換えることができるかどうかをみる」問題を作成した。
これを踏まえて，叙述の仕方などを確かめて，適切に書き換える問題を出題したところ，
正答率は80.9％であった。
今回の結果から，主語に応じて文を適切に書き換えることについては定着していることが
確認できた。
学習指導に当たって
主語と述語の関係を捉えて，適切に書き換える
書いた文章を推敲する際には，伝えたい事柄が明確になるように，主語と述語の関係や修飾
語・被修飾語の関係など文の構成や接続の仕方に着目して，その効果を検討するように指導す
ることが引き続き大切である。例えば，同じ事柄であっても主語を変えることにより内容の伝
わり方が変わることなどを，実際に文章を書くことで実感させることが効果的である。
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（参考）
○平成23年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ５
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国語Ａ５ 説明的な文章を読む
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出題の趣旨
・ 抽象的な概念を表す語句が示すものについて理解すること
・ 文章全体と部分との関係を考え，内容を理解すること
設問一
趣旨
抽象的な概念を表す語句が示すものについて理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
ア 抽象的な概念を表す語句や心情を表す語句などに注意して読むこと。
《語句の意味の理解》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
５ 一 １ １と解答しているもの 78.7 ◎
２ ２と解答しているもの 5.6
３ ３と解答しているもの 5.9
４ ４と解答しているもの 9.3
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.4
分析結果と課題
○ 正答率は78.7％である。
学習指導に当たって
抽象的な概念を表す語句が示す事柄を適切に理解する
説明的な文章を読む際には，抽象的な概念を表す語句を，文脈に即して具体的な内容と対応
させながら読み進めることが重要である。そのためには，抽象的な概念を表す語句を書き出し，
それと対応している具体的な内容を取り上げて，その関係性を図表に整理するなどの学習活動
が考えられる。
設問二
趣旨
文章全体と部分との関係を考え，内容を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内
容の理解に役立てること。 《文章の解釈》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
５ 二 １ １と解答しているもの 3.2
２ ２と解答しているもの 4.4
３ ３と解答しているもの 85.9 ◎
４ ４と解答しているもの 6.0
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.5
分析結果と課題
○ 正答率は85.9％であり，相当数の生徒ができている。
学習指導に当たって
文章全体と部分との関係を理解する
説明的な文章を読む際には，内容の大体を捉えることと，表現の細部に注意して詳細に読む
ことを適切に組み合わせて読み進めるように指導することが引き続き大切である。
※出典等
日高敏隆『動物の言い分 人間の言い分』（平成13年５月 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 角川書店）
による。
-39-
国語Ａ６ 話合いをする
出題の趣旨
・ 目的に沿って話し合い，互いの発言を検討すること
・ 話合いの方向を捉えて司会の役割を果たすこと
設問一
趣旨
目的に沿って話し合い，互いの発言を検討することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
オ 相手の立場や考えを尊重し，目的に沿って話し合い，互いの発言を検討して自分の考
えを広げること。 《話し合うこと》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
６ 一 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 高橋さんの推薦理由から「未来にはばたいていく私たちの姿を表す」
という内容を適切に取り上げて相違点を書いている。
② 高橋さんの発言の中にある言葉を使って，六字以内で書いている。
（正答例）
・ 未来の姿 （４字）
・ 私たちの未来 （６字）
１ 条件①，②を満たして解答しているもの 54.9 ◎
２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 0.3
３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 37.2
９ 上記以外の解答 1.8
０ 無解答 5.7
分析結果と課題
○ 平成23年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ｂ１二(1)では，「互いの考えの共通点
と相違点を考え，司会の役割を果たしながら計画的に話し合うことができるかどうかをみる」
問題を作成した。
これを踏まえて，目的に沿って話し合い，互いの発言を検討する問題を出題したところ，
正答率は54.9％であった。
今回の結果から，互いの発言を検討して共通点や相違点を整理することに課題があると考
えられる。
○ 解答類型３の反応率は37.2％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例）
・ 私たちの姿 （５字）
・ 何事も団結 （５字）
・ きずな （３字）
このように解答した生徒は，南さんは過去のこと，高橋さんは未来のことに着目している
というそれぞれの発言の相違点を捉えることができていない。
学習指導に当たって
話合いの目的を踏まえた上で，観点に沿って発言を整理する
複数の案から一つに絞り込む話合いを行う際には，目的に応じて発言を整理しながら，議論
の焦点を明確にする必要がある。例えば，図表を用いるなどして，共通点や相違点など様々な
観点に沿って発言を整理する学習活動が有効である。その際，どのような観点で整理するかを
明確にし，どのような図表を活用するのが有効かを考えることが大切である。
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（参考）
○平成23年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ｂ１二(1)
（略）
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設問二
趣旨
話合いの方向を捉えて司会の役割を果たすことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
オ 話合いの話題や方向をとらえて的確に話したり，相手の発言を注意して聞いたりして，
自分の考えをまとめること。 《話し合うこと》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
６ 二 １ １と解答しているもの 4.4
２ ２と解答しているもの 6.5
３ ３と解答しているもの 11.6
４ ４と解答しているもの 76.2 ◎
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 1.1
分析結果と課題
○ 正答率は76.2％である。
○ 解答類型３の反応率は11.6％である。これは，話合いの進め方を岩田さん（司会）の発言
の中から捉えることができていないものと考えられる。
学習指導に当たって
見通しをもって話合いを進行する
話合いをする際には，参加者全員がその目的を理解し，話合いがまとまるように見通しをもっ
て発言する必要がある。そのためには，司会が目的に応じて話合いの方向性を適切に捉え，結
論に至るまでに踏むべき段階を参加者と確認することが重要である。また，学校生活における
話合いの中でも，見通しをもったり，話合いの進行が適切であったかを振り返ったりする場面
を設定することが有効である。
指導に当たっては，平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ１二に係る授業
アイディア例も参考になる。
（参照）
「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.７
（参考）
※ 平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ１二では，「話合いの方向を捉え
て司会の役割を果たすことができるかどうかをみる」問題を出題した。（正答率 55.2％）
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国語Ａ７ 絵の鑑賞文を書く
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出題の趣旨
・ 多様な方法で材料を集めながら考えをまとめること
・ 書いた文章について意見を交流し，文章を書き直すこと
設問一
趣旨
多様な方法で材料を集めながら考えをまとめることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
ア 社会生活の中から課題を決め，多様な方法で材料を集めながら自分の考えをまとめる
こと。 《課題設定や取材》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
７ 一 １ １，３と解答しているもの 84.9 ◎
９ 上記以外の解答 14.5
０ 無解答 0.6
分析結果と課題
○ 正答率は84.9％であり，相当数の生徒ができている。
○ 解答類型９の反応率は14.5％である。これは，【付箋】の内容と【文章の下書き】の内容
とを適切に対応させることができていないものと考えられる。
学習指導に当たって
鑑賞文を書くために，集めた材料を取捨選択する
鑑賞したことを文章に書く際には，作品の表現の仕方や作者の思い，作品から受けた印象な
どについて，多様な方法で材料を集め，目的や意図に応じて分類，整理しながら選択するよう
に指導することが引き続き大切である。
設問二
趣旨
書いた文章について意見を交流し，文章を書き直すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
オ 書いた文章を互いに読み合い，文章の構成や材料の活用の仕方などについて意見を述
べたり助言をしたりして，自分の考えを広げること。 《交流》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
(％)
７ 二 １ １と解答しているもの 72.6 ◎
２ ２と解答しているもの 9.0
３ ３と解答しているもの 13.9
４ ４と解答しているもの 3.0
９ 上記以外の解答 0.6
０ 無解答 1.0
分析結果と課題
○ 正答率は72.6％である。
○ 解答類型３の反応率は13.9％である。これは，【鑑賞している絵】から受け取った事柄を，
調べて分かったこととして捉えているものと考えられる。
学習指導に当たって
交流の重点を明確にする
書いた文章を交流する際には，重点を明確にする必要がある。その際，交流の重点を単元の
狙いに合わせることが大切である。例えば，「構成」の指導事項を指導することを狙いとした
単元では，交流の際にも「構成」に重点を置いて意見を述べ合うように指導することが重要で
ある。
指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育
成に向けて～【中学校版】」国語－15も参考になる。
（参照）
「言語活動事例集【中学校版】」P.47～P.48
※出典等
【鑑賞している絵】は，歌川広重「東海道五十三次 掛川」（読売新聞東京本社販売局宣伝
部『広重「東海道五十三次」全28集揃 原寸複製額絵』昭和54年８月－昭和56年11月 読売新
聞社）による。
【付箋】は，読売新聞東京本社販売局宣伝部『広重「東海道五十三次」付録 いま，東海道
14』（昭和55年９月 読売新聞社）などを参考にした。
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国語Ａ８ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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出題の趣旨
・ 文脈に即して漢字を正しく書くこと
・ 文脈に即して漢字を正しく読むこと
・ 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うこと
・ 辞書を活用して，語句の意味を適切に書くこと
・ 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むこと
・ 古典と昔話とを対応させて内容を捉えること
・ 文字の大きさ，配列などに注意して書くこと
設問一
趣旨
文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ウ
(ｲ) 学年別漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使うこと。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ 一 １ 「招待」と解答しているもの 58.5 ◎
１ ２ 「招待」のうち「招」だけ正しく解答しているもの 10.1
３ 「招待」のうち「待」だけ正しく解答しているもの 10.1
９ 上記以外の解答 9.4
０ 無解答 11.9
一 １ 「半径」と解答しているもの 60.2 ◎
２ ２ 「半径」のうち「半」だけ正しく解答しているもの 35.5
３ 「半径」のうち「径」だけ正しく解答しているもの 0.2
９ 上記以外の解答 0.8
０ 無解答 3.2
一 １ 「移（す）」と解答しているもの 74.1 ◎
３ ９ 上記以外の解答 15.2
０ 無解答 10.6
分析結果と課題
○ １の正答率は58.5％であり，課題がある。
解答類型２の反応率は10.1％である。「待」については，「持」，「対」などという誤答が
見られた。解答類型３の反応率は10.1％である。「招」については，「紹」，「召」などとい
う誤答が見られた。無解答率は11.9％である。
○ ２の正答率は60.2％であり，課題がある。
解答類型２の反応率は35.5％である。「径」については，「経」，「形」などという誤答が
見られた。
○ ３の正答率は74.1％である。
解答類型９の反応率は15.2％である。「写」，「映」などという誤答が見られた。無解答率
は10.6％である。
○ 今回出題した漢字のうち，１は平成24年度全国学力・学習状況調査と同一の問題とした。
〈過去の調査における正答率との比較〉 （ ）の中は実施年度/実施学年
正答率
出題漢字 過去の調査 過去の出題時の設問 過去の 今回の
調査 調査
招待
全国学力・学習状況調査
地域の人をショウタイする。 53.6％ 58.5％
（平成24年度/第３学年）
「招」は，小学校第５学年，「待」は，小学校第３学年の配当漢字。
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学習指導に当たって
日常的な漢字の学習（書く）
漢字を書くことの指導においては，漢字の字形や画数，読みや意味などの基本的な事項を確
実に指導する必要がある。その際，字形の似ている漢字のそれぞれの意味を理解させるととも
に，部首との関連や，熟語や文中でどのような意味で用いられているかを確認させることが大
切である。
指導に当たっては，平成21年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８一に係る授業
アイディア例，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向
けて～【中学校版】」国語－10も参考になる。
（参照）
「平成21年度【中学校】報告書」P.195，「４年間のまとめ【中学校編】」P.111，
「言語活動事例集【中学校版】」P.37～P.38
設問二
趣旨
文脈に即して漢字を正しく読むことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ウ
(ｱ) 第１学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字のうち350字程度から
450字程度までの漢字を読むこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ 二 １ 「ちぎょ」と解答しているもの 77.6 ◎
１ ２ 「ちぎょ」のうち「ち」だけ正しく解答しているもの 0.5
３ 「ちぎょ」のうち「ぎょ」だけ正しく解答しているもの 7.6
９ 上記以外の解答 6.9
０ 無解答 7.4
二 １ 「おんきょう」と解答しているもの 88.9 ◎
２ ２ 「おんきょう」のうち「おん」だけ正しく解答しているもの 5.8
３ 「おんきょう」のうち「きょう」だけ正しく解答しているもの 0.2
９ 上記以外の解答 1.1
０ 無解答 3.9
二 １ 「いど（む）」と解答しているもの 95.2 ◎
３ ９ 上記以外の解答 3.6
０ 無解答 1.2
分析結果と課題
○ １の正答率は77.6％である。
○ ２の正答率は88.9％であり，相当数の生徒ができている。
○ ３の正答率は95.2％であり，相当数の生徒ができている。
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○ 今回出題した漢字のうち，２は平成20年度全国学力・学習状況調査と同一の問題とした。
〈過去の調査における正答率との比較〉 （ ）の中は実施年度/実施学年
正答率
出題漢字 過去の調査 過去の出題時の設問 過去の 今回の
調査 調査
全国学力・学習状況調査
このホールは音響効果が良い。 90.9％ 88.9％
音響 （平成20年度/第３学年）
「音」は，小学校第１学年，「響」は，学年別漢字配当表以外の常用漢字。
学習指導に当たって
日常的な漢字の学習（読む）
漢字を読むことの指導においては，文脈の中で意味を理解しながら読むことができるように
指導することが大切である。例えば，漢字の構成要素である「へん」や「つくり」などに注目
して，読みを類推することができるように指導することも大切である。
指導に当たっては，平成21年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８一に係る授業
アイディア例，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向
けて～【中学校版】」国語－10も参考になる。
（参照）
「平成21年度【中学校】報告書」P.195，「４年間のまとめ【中学校編】」P.111，
「言語活動事例集【中学校版】」P.37～P.38
設問三
趣旨
語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｳ) 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに，話や文章の中の
語彙について関心をもつこと。
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｱ) 話し言葉と書き言葉との違い，共通語と方言の果たす役割，敬語の働きなどについ
て理解すること。
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｲ) 抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句
などについて理解し，語感を磨き語彙を豊かにすること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ 三 １ １と解答しているもの 14.5
ア ２ ２と解答しているもの 19.6
３ ３と解答しているもの 60.0 ◎
４ ４と解答しているもの 5.0
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 1.0
三 １ １と解答しているもの 96.3 ◎
イ ２ ２と解答しているもの 1.3
３ ３と解答しているもの 0.7
４ ４と解答しているもの 1.2
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.6
三 １ １と解答しているもの 2.1
ウ ２ ２と解答しているもの 13.4
３ ３と解答しているもの 81.2 ◎
４ ４と解答しているもの 2.5
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.8
三 １ １と解答しているもの 4.2
エ ２ ２と解答しているもの 1.3
３ ３と解答しているもの 4.1
４ ４と解答しているもの 89.7 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.7
三 １ １と解答しているもの 3.0
オ ２ ２と解答しているもの 93.1 ◎
３ ３と解答しているもの 2.3
４ ４と解答しているもの 0.9
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.7
三 １ １と解答しているもの 2.9
カ ２ ２と解答しているもの 86.7 ◎
３ ３と解答しているもの 3.5
４ ４と解答しているもの 5.9
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 1.0
三 １ １と解答しているもの 92.2 ◎
キ ２ ２と解答しているもの 1.4
３ ３と解答しているもの 1.9
４ ４と解答しているもの 3.4
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 1.0
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分析結果と課題
○ アの正答率は60.0％であり，課題がある。
解答類型１の反応率は14.5％，解答類型２の反応率は19.6％である。これらは，「急がば
回れ」の意味を理解できていなかったり，「一事が万事」，「論より証拠」ということわざに
なじみがなかったりするものと考えられる。
○ イの正答率は96.3％，ウの正答率は81.2％，エの正答率は89.7％，オの正答率は93.1％，
カの正答率は86.7％，キの正答率は92.2％であり，相当数の生徒ができている。
○ カについては，平成19年度全国学力・学習状況調査と同一の問題とした。
〈過去の調査における正答率との比較〉 （ ）の中は実施年度/実施学年
正答率
出題語句 過去の調査 過去の出題時の設問 過去の 今回の
調査 調査
カ単刀直入
全国学力・学習状況調査
あの人は，（１一朝一夕 ２単
89.8％ 86.7％
（平成19年度/第３学年）
刀直入 ３悪戦苦闘 ４右往左
往）にものを言う。
学習指導に当たって
場面に即した多様な語句・語彙指導の工夫
語句についての理解を深めるためには，語句の辞書的な意味を基にして，話や文脈の中での
意味を捉えることが大切である。例えば，同音異義語について，用いられている漢字や前後の
文脈から意味を考えることなどが有効である。また，語感を磨き語彙を豊かにするためには，
実際に話や文章の中でことわざや慣用句等を使い，その意味や用法を考えるなどの学習活動が
効果的である。敬語については，具体的な相手や場面を設定して，敬語の基本的な働きについ
て指導することが大切である。
指導に当たっては，平成21年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８三に係る授業
アイディア例も参考になる。
（参照）
「平成21年度【中学校】授業アイディア例」P.２，「平成21年度【中学校】報告書」P.200，
「４年間のまとめ【中学校編】」P.110
設問四
趣旨
辞書を活用して，語句の意味を適切に書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｲ) 抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句
などについて理解し，語感を磨き語彙を豊かにすること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ 四 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 【国語辞典】の，「英気」の②を説明している言葉と，「養う」の③
を説明している言葉を使って書いている。
② 「英気を養う」の意味を適切に書いている。
（正答例）
・ 活動する気力を少しずつ作り上げる。
１ 条件①，②を満たして解答しているもの 60.6 ◎
２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 12.3
３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 0.9
９ 上記以外の解答 14.3
０ 無解答 11.9
分析結果と課題
○ 正答率は60.6％であり，複数の語の意味を的確に合わせて理解することに課題がある。無
解答率は11.9％である。
○ 解答類型２の反応率は12.3％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例）
・ 活動を少しずつ作り上げる。
このように解答した生徒は，【国語辞典】の「英気」の②を説明している言葉と，「養う」
の③を説明している言葉を使って書いているが，「英気を養う」の意味を適切に捉えること
ができていない。
○ 解答類型９の反応率は14.3％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例）
・ すぐれた才気で，衣食など生活の面倒を見る。
・ 体力・知力などを少しずつ作り上げるすぐれた才気。
このように解答した生徒は，【国語辞典】の「英気」の②を説明している言葉と，「養う」
の③を説明している言葉の両方もしくは片方を使っておらず，「英気を養う」の意味も適切
に捉えることができていない。
○ 「４年間のまとめ【中学校編】」では，辞書に書かれている記述から，語句の意味を適切
に捉えることに課題があると分析している。本設問では，正答率は60.6％であったことか
ら，この点については，引き続き課題があると考えられる。
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学習指導に当たって
辞書を活用する
辞書を活用する際には，辞書の記述の仕方を理解した上で活用することが大切である。また，
難語句を調べる際には，文脈に沿って語句の意味を選び，それが文中の意味として適切かどう
かを確認することが重要である。
設問五 １
趣旨
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｱ) 文語のきまりや訓読の仕方を知り，古文や漢文を音読して，古典特有のリズムを味
わいながら，古典の世界に触れること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ 五 １ 「もうけて」と解答しているもの 80.7 ◎
１ ９ 上記以外の解答 12.5
０ 無解答 6.8
分析結果と課題
○ 正答率は80.7％であり，相当数の生徒ができている。
○ 解答類型９の反応率は12.5％である。「まにうけて」，「もおけて」などという誤答が見ら
れた。これらは，現代仮名遣いに直すことを意味を書くことと理解していたり，歴史的仮名
遣いと現代仮名遣いとの関係を十分に理解できていなかったりしたものと考えられる。
学習指導に当たって
文語のきまりについて理解する
文語のきまりについては，音読や朗読をしたり，音声を聞いたりすることを通して理解する
ように指導することが引き続き大切である。
（参考）
※ 平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８七２では，「歴史的仮名遣いを
現代仮名遣いに直して読むことができるかどうかをみる」問題を出題した。
（正答率 83.8％）
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設問五 ２
趣旨
古典と昔話とを対応させて内容を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｲ) 古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像するこ
と。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ 五 １ 「ねずみ」と解答しているもの 71.6 ◎
２ ９ 上記以外の解答 19.7
０ 無解答 8.7
分析結果と課題
○ 正答率は71.6％である。
○ 解答類型９の反応率は19.7％である。「土塀」，「むすめ」などという誤答が見られた。こ
のように解答した生徒は，本文の内容を正しく理解できていないものと考えられる。
学習指導に当たって
現代語訳で古典に親しむ
古典の学習の際には，古典の原文を読むだけでなく，現代語訳を読んで内容を理解し，古典
の文章に表れたものの見方や考え方に触れることが大切である。例えば，現代語訳や古典につ
いて解説した様々な文章を読んだり，音声や映像メディアを活用したりすることにより，現代
の生活と比較しながら古典の世界に親しむ学習活動が考えられる。
設問六
趣旨
文字の大きさ，配列などに注意して書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(2)
ア 字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解して，楷書で書くこと。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ 六 １ ２，４と解答しているもの 78.0 ◎
２ ２または１と２，２と３，１と２と３と解答しているもの 7.4
３ ４または１と４，３と４，１と３と４と解答しているもの 9.3
９ 上記以外の解答 3.7
０ 無解答 1.5
分析結果と課題
○ 正答率は78.0％である。
学習指導に当たって
毛筆を使用する書写の指導によって硬筆による書写の能力の基礎を養う
日常生活における文字を書く場面において，書写の時間に習得した知識や技能を活用できる
ように指導することが大切である。書写の学習の際には，書いたものについて助言し合うなど
の場面を積極的に取り入れることが有効である。その際，学習の狙いに即して，漢字と仮名の
調和はとれているか，文字の中心はそろっているかなどの観点を具体的に示すことが大切であ
る。
指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育
成に向けて～【中学校版】」国語－７も参考になる。
（参照）
「言語活動事例集【中学校版】」P.31～P.32
※出典等
五の【昔話】の一部は，渡邊綱也校注『日本古典文学大系85 沙石集』（昭和41年５月
岩波書店）による。
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（３）中学校 国語Ｂ
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国語Ｂ１ 読書についての標語を考える
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出題の趣旨
・ 表現の技法について理解すること
・ 文章に表れているものの見方について，自分の考えをもつこと
・ 文章の構成や表現の仕方などについて，根拠を明確にして自分の考えを書くこと
設問一
趣旨
表現の技法について理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｵ) 比喩や反復などの表現の技法について理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ 一 １ １と解答しているもの 5.2
２ ２と解答しているもの 11.3
３ ３と解答しているもの 66.0 ◎
４ ４と解答しているもの 17.2
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.3
分析結果と課題
○ 正答率は66.0％であり，様々な表現の技法の意味や用法を理解することに課題がある。
○ 解答類型２の反応率は11.3％，解答類型４の反応率は17.2％である。これらは，「対句法」，
「倒置法」の意味や用法について十分に理解できていないものと考えられる。
学習指導に当たって
具体的な表現と結び付けながら，表現の技法を理解する
比喩や反復などの表現の技法については，その名称を確認するとともに，具体的な表現と結
び付けて考えることが大切である。例えば，詩や短歌に用いられている表現の技法を取り上げ，
意味や用法を指摘しながら，その効果について意見を述べ合う学習活動が考えられる。また，
幾つかの表現の技法を取り上げて自分の表現に生かす学習活動も有効である。
指導に当たっては，平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ３二に係る授業ア
イディア例も参考になる。
（参照）
「平成24年度【中学校】報告書」P.137
（参考）
※ 平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ３二では，「比喩という言葉と結
び付けて，表現の仕方を理解することができるかどうかをみる」問題を出題した。
（正答率 43.0％）
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設問二
趣旨
文章に表れているものの見方について，自分の考えをもつことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
エ 文章に表れているものの見方や考え方について，知識や体験と関連付けて自分の考え
をもつこと。 《自分の考えの形成》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ 二 １ １と解答しているもの 59.4 ◎
２ ２と解答しているもの 21.0
３ ３と解答しているもの 11.8
４ ４と解答しているもの 7.3
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.4
分析結果と課題
○ 正答率は59.4％であり，〈メッセージ〉に表れているものの見方を捉えることに課題があ
る。
○ 解答類型２の反応率は21.0％，解答類型３の反応率は11.8％である。これらは，早川さん
の学習が，知識や体験と関連付けて自分の考えを述べることになっていることを理解できて
いないものと考えられる。
学習指導に当たって
文章の内容について自分の考えをもつ
短い言葉で表されている標語などを読む際には，作者のメッセージを豊かに想像することが
求められる。その際，書かれている内容を捉えるとともに，自分の知識や体験などを想起しな
がら作者の思いを考えることが大切である。その上で，メッセージに対する自分の感想を書い
たり，他の人と意見を交流したりすることなどを通して，自分の考えを明確にすることが重要
である。
学習の振り返りを行う
学習が終わった段階で，身に付けた知識・技能を確認するだけでなく，自分がどのような学
習過程を経て課題を解決してきたのかを振り返ることが大切である。以下は，本年度実施の質
問紙調査の結果である。この結果から，教師と生徒の認識には違いがあることが分かる。生徒
が学習内容を振り返ることの重要性を自覚できるよう，一層意識的に取り組む必要がある。
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（生徒質問紙）（45）１，２年生のときに受けた授業の最後に，学習内容を振り返る活動を
よく行っていたと思いますか。
・５３．２％
（「当てはまる」，「どちらかといえば，当てはまる」と回答した割合）
（学校質問紙）（29）調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，授業の最後に学習し
たことを振り返る活動を計画的に取り入れましたか。
・８９．１％
（「よく行った」，「どちらかといえば，行った」と回答した割合）
設問三
趣旨
文章の構成や表現の仕方などについて，根拠を明確にして自分の考えを書くことがで
きるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
オ 書いた文章を互いに読み合い，文章の構成や材料の活用の仕方などについて意見を述
べたり助言をしたりして，自分の考えを広げること。 《交流》
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめるこ
と。 《自分の考えの形成》
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｵ) 比喩や反復などの表現の技法について理解すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① ＡとＢのいずれか一つの〈標語〉を選んで，その記号を塗り潰して
いる。
② 【早川さんのノート】を参考にして，〈メッセージ〉に，〈標語〉に
直接書かれていない作者の思いを「というメッセージが伝わる。」に続
くように，四十字以上，六十字以内で具体的に書いている。
③ 【早川さんのノート】を参考にして，〈表現の工夫とその効果〉に，
〈標語〉で用いられている表現の工夫とその工夫に応じた効果を，四
十字以上，六十字以内で適切に書いている。
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（正答例）
・Ａ
〈メッセージ〉
私たちは，本から様々な情報をキャッチすることができます。だか
ら，心を豊かにするために本を読みませんか（というメッセージが伝
わる。） （51字）
〈表現の工夫とその効果〉
心のアンテナを伸ばすという比喩を用いることで，読書することの
よさを読む人に分かりやすく示している。 （50字）
・Ａ
〈メッセージ〉
本は，新たな知識や感動を与え，成長を助けてくれるものです。自
分を成長させる読書をしよう（というメッセージが伝わる。）（44字）
〈表現の工夫とその効果〉
呼びかけの形にすることで，標語を読んだ人が自分のこととして考
えられるようにしている。 （43字）
・Ｂ
〈メッセージ〉
さりげなく手に取った一冊の本が，あなたの未来を決定付けること
になるかもしれません（というメッセージが伝わる。） （41字）
〈表現の工夫とその効果〉
本を案内図に例えることで，本から得る情報が読者の今後の生活や
生き方に影響を与えることが印象深く伝わる。 （52字）
・Ｂ
〈メッセージ〉
一冊の本との出会いが，案内図のようにあなたの未来への道筋を示
すことがあるので，読書週間をきっかけにしてもっと本を読もう（と
いうメッセージが伝わる。） （60字）
〈表現の工夫とその効果〉
五七五で書かれているのでリズムがよく，覚えやすくなっている。
また，比喩も使われているので読み手の心に印象深く残る。 （58字）
１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの 48.9 ◎
２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 33.2
３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 1.1
９ 上記以外の解答 13.6
０ 無解答 3.3
分析結果と課題
○ 正答率は48.9％であり，作者の意図，表現の工夫やその効果などについて考えたことを，
根拠を明確にして書くことに課題がある。
○ 解答類型２の反応率は33.2％である。この中には，〈メッセージ〉は適切に書かれている
が，〈表現の工夫とその効果〉は空欄であるものが含まれている。それ以外の具体的な例と
しては，以下のようなものがある。
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（誤答例）
・Ａ
〈メッセージ〉
（略）
〈表現の工夫とその効果〉
心のアンテナは読書によって伸ばすことができるということが，読み手に印象的に
伝わる効果があると思いました。 （53字）
このように解答した生徒は，表現の工夫について書くことができていない。
（誤答例）
・Ｂ
〈メッセージ〉
（略）
〈表現の工夫とその効果〉
倒置法が使われていることで，読書が将来の自分に影響を与えることを印象強く伝
えているし，覚えやすくてよい。 （53字）
このように解答した生徒は，表現の技法を理解できていない。
（誤答例）
・Ｂ
〈メッセージ〉
（略）
〈表現の工夫とその効果〉
未来を示すだけではなく，夢や希望を与えるような案内図であれば，多くの人はそ
の本を読んでくれると思う。 （51字）
このように解答した生徒は，表現の工夫やその効果についてではなく，標語についての感
想を書いている。
○ 解答類型９の反応率は13.6％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例）
・Ａ
〈メッセージ〉
この標語からは，早川さんは本が大好きであって，読書をとても大切なものである
と思っている（というメッセージが伝わる。） （44字）
〈表現の工夫とその効果〉
本を読んで違う世界に行くたびに心の疲れやストレスがなくなり，心地がよい。読
書のよいところはいろいろある。 （53字）
このように解答した生徒は，読書標語がもつ読書の推進という大きな目的は捉えているが，
【早川さんのノート】を参考にして〈メッセージ〉を書くことができていない。また，表現
の工夫やその工夫に応じた効果について書くことができていない。
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学習指導に当たって
観点を決めて，書いた文章について意見を述べ合う
書いた文章を交流する際には，どのような観点で意見を述べ合うのかを明確にする必要があ
る。その上で，単に感想を述べ合うだけではなく，叙述を具体的に取り上げたり，自分の考え
る代案を示したりするなど，根拠を示して具体的に考えを述べ合うことが大切である。
例えば，短い言葉で表された標語を読み合う際には，それぞれの標語が伝えようとしている
ことについて確認するとともに，用いられた表現の技法によってどのような効果が生まれるか，
作者が伝えたいメッセージが伝わっているかなどを交流することが重要である。
指導に当たっては，平成23年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授業ア
イディア例も参考になる。
（参照）
「平成23年度【中学校】授業アイディア例」P.１～P.２
※出典等
公益社団法人読書推進運動協議会「読書週間」の標語は，第45回「読書週間」標語入選作品
（平成３年），第57回「読書週間」標語入選作品（平成15年），第67回「読書週間」標語入選
作品（平成25年）による。
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国語Ｂ２ 説明的な文章を読む（接着剤）
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出題の趣旨
・ 複数の資料を比較して読み，要旨を捉えること
・ 複数の資料から必要な情報を読み取ること
・ 資料から適切な情報を得て，伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書くこと
設問一
趣旨
複数の資料を比較して読み，要旨を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応
じて要約したり要旨をとらえたりすること。 《文章の解釈》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 一 １ １と解答しているもの 29.7
２ ２と解答しているもの 31.7 ◎
３ ３と解答しているもの 33.3
４ ４と解答しているもの 4.7
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 0.5
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分析結果と課題
○ 正答率は31.7％であり，複数の資料を比較して読み，目的に応じてそれぞれの要旨を捉
えることに課題がある。
○ 解答類型１の反応率は29.7％，解答類型３の反応率は33.3％である。これらは，【本の一
部】，【インターネットの情報の一部】が，それぞれどのような内容を中心的に述べており，
また，どのような表現の特徴をもっているのかということを的確に捉えられていないものと
考えられる。
学習指導に当たって
目的に応じて文章の要旨を的確に捉える
目的に応じて文章の要旨を的確に捉えるためには，文章の特徴を踏まえて内容を正確に理解
する必要がある。例えば，説明的な文章を読んで，更に調べたい内容を明確にした上で，様々
な資料から必要な情報を的確に得る学習活動が有効である。その際，読む目的を明確にした上
で，中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，必要な情報を正しく得るよ
うに指導することが大切である。
指導に当たっては，平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授業ア
イディア例も参考になる。
（参照）
「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.９～P.10
設問二
趣旨
複数の資料から必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
カ 本や文章などから必要な情報を集めるための方法を身に付け，目的に応じて必要な情
報を読み取ること。 《読書と情報活用》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 二 １ ４，５と解答しているもの 61.7 ◎
２ ４または，１と４，２と４，３と４と解答しているもの 19.0
３ ５または，１と５，２と５，３と５と解答しているもの 13.4
９ 上記以外の解答 5.2
０ 無解答 0.6
分析結果と課題
○ 正答率は61.7％であり，目的に応じて必要な部分に着目し，複数の資料から情報を読み取
ることに課題がある。
○ 解答類型２の反応率は19.0％である。これは，瞬間接着剤が非常に速いスピードで物を接
着する理由を，【本の一部】から読み取ることができなかったものと考えられる。
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○ 解答類型３の反応率は13.4％である。これは，飛行機を組み立てるときに接着剤を使うこ
との利点を，【インターネットの情報の一部】から読み取ることができなかったものと考え
られる。
学習指導に当たって
目的に応じて複数の資料から必要な情報を読み取る
課題を解決するためには，複数の資料を読み，幅広く情報を得ることが重要である。そのた
めには，多くの本に目を通し，大事だと思われる箇所を取り出して読むことが大切である。そ
の際，有効な情報に印を付したり，重要な部分を抜き書きしたりするなどして，効率的に必要
な情報を取り出す方法を身に付けるように指導することが大切である。また，一つの資料から
他の資料につなげていく読み方を身に付けることが重要である。例えば，得られた情報につい
て，重要な語句を基に別の資料に当たったり，一つの資料では解決できなかったことについて，
ポイントを絞って他の資料を探したりするなどの学習活動が考えられる。
設問三
趣旨
資料から適切な情報を得て，伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書くことがで
きるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。
《記述》
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
オ 多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て，自分の考えをまとめること。
《読書と情報活用》
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 切手を水の中にしばらく浸しておくときれいにはがすことができる
理由を適切に書いている。
② 「切手」，「液体」，「アンカー効果」という言葉を全て使って書いて
いる。
③ 二十字以上，五十字以内で書いている。
（正答例）
・ 切手を水に浸すことで，固体となっていたのりが液体となり，アン
カー効果がなくなるから。 （43字）
・ 切手ののりが液体になり，アンカー効果を失うから。 （25字）
・ 水にしばらく浸すと切手ののりの部分が固体から液体になる。その
結果，アンカー効果がなくなるから。 （48字）
・ アンカー効果で物をくっつけていた接着剤が，水に浸されると液体
になるから，切手がはがれる。 （45字）
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１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの 28.8 ◎
２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 0.0
３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 1.1
４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 49.4
９ 上記以外の解答 5.0
０ 無解答 15.6
分析結果と課題
○ 正答率は28.8％であり，目的に応じて適切な情報を得て，伝えたい事柄が明確に伝わる
ように書くことに課題がある。無解答率は15.6％である。
○ 解答類型４の反応率は49.4％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例）
・ 切手が液体に触れることでアンカー効果というものが働いて，きれいにはがすこと
ができる。 （43字）
・ 切手はだ液で貼ることができるので，液体に浸せばアンカー効果できれいにはがれ
ます。 （41字）
・ 水の中に入れると，封筒と切手の間に液体が染み込み，アンカー効果が起きるため。
（39字）
・ 切手を水に浸すと，アンカー効果が固体から液体になるから。 （29字）
このように解答した生徒は，アンカー効果について正しく読み取ることができていない。
（誤答例）
・ アンカー効果でくっついていた切手が，水に浸すことで固体から液体になったから。
（39字）
このように解答した生徒は，事実を明確に書くことができていない。
（誤答例）
・ アンカー効果がなくなったから，切手ののりが固体から液体になった。 （33字）
このように解答した生徒は，原因と結果を逆に捉えて書いている。
（誤答例）
・ 切手の裏ののりは，ぬらすと液体の接着剤となり，これが物にくっつく仕組みをア
ンカー効果という。 （47字）
・ 水分を含んでいない切手は，ぬらすことで液体の接着剤になります。この方法もア
ンカー効果の一つです。 （49字）
このように解答した生徒は，切手をきれいにはがすことができる理由に対する解答ではな
く，アンカー効果の説明をしようとしている。
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○ 「４年間のまとめ【中学校編】」では，文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えたい
事柄や根拠を明確にして自分の考えを書くことに課題があると分析している。本設問では，
正答率は28.8％であったことから，この点については，引き続き課題があると考えられる。
学習指導に当たって
内容が正確に伝わるように説明する
本や文章を読んで得られた知識は，他の人に向けて説明することで一層明確になるとともに
定着が図られる。説明する際には，複数の情報を正確に理解し，相手や目的に応じて取捨選択
したり関係付けたりして，説明する内容を適切に表現することが求められる。
その際，以下の二点を意識するように指導することが大切である。
・ 本や資料から得た情報を正確に理解して整理しているか
・ 伝えたい内容を正確かつ分かりやすく述べているか
生徒が書いたものを適切に評価する
言語活動に取り組ませる際には，評価規準を具体的に設定し，生徒が表現した内容が適切で
あるかどうかを判断し，必要に応じて指導を加えることが大切である。また，定期テスト等に
おいて，教科書で学習した文章とは違う文章で，身に付けた能力が定着しているかどうかを確
認することも重要である。
※出典等
【本の一部】は，永田宏二『接着のおはなし 改訂版』（平成９年11月 財団法人日本規格
協会），三刀基郷『今日からモノ知りシリーズ トコトンやさしい接着の本』（平成15年５月
日刊工業新聞社），古田ゆかり「『くっつけパワー』全開！接着剤の底力とは？」（『Science
Window 2007年６月号／第１巻第３号』平成19年６月 独立行政法人科学技術振興機構），菅野
照造・堀井真監修『おもしろサイエンス 接着の科学』（平成25年２月 日刊工業新聞社），経
済産業省ウェブページなどを参考にした。
【インターネットの情報の一部】は，経済産業省ウェブページによる。
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国語Ｂ３ 落語を味わう（「目黒のさんま」）
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出題の趣旨
・ 本や文章から，目的に応じて必要な情報を読み取ること
・ 落語に登場する人物の言動の意味を考え，その姿を想像すること
・ 落語に表れているものの見方や考え方について，根拠を明確にして自分の考えを
書くこと
設問一
趣旨
本や文章から，目的に応じて必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
カ 本や文章などから必要な情報を集めるための方法を身に付け，目的に応じて必要な情
報を読み取ること。 《読書と情報活用》
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 一 １ １と解答しているもの 3.7
２ ２と解答しているもの 41.3
３ ３と解答しているもの 52.6 ◎
４ ４と解答しているもの 1.7
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.7
分析結果と課題
○ 正答率は52.6％であり，目的に応じて必要な部分に着目し，本や文章から情報を読み取る
ことに課題がある。
○ 解答類型２の反応率は41.3％である。これは，【落語を紹介する本の一部】から必要な情
報を読み取り，その情報を生かして【落語「目黒のさんま」のあらすじ】や【落語「目黒の
さんま」の最後の部分】を理解できていないものと考えられる。
学習指導に当たって
古典について解説した文章などを活用して内容を理解する
落語や歌舞伎，狂言などの伝統芸能に触れるときは，必要に応じて作品の解説や伝統芸能に
関するガイドブックなどを読み，それらの情報を活用しながら鑑賞することが重要である。そ
の際，書かれた情報と演じられている内容とを適切に結び付けて，伝統芸能についての理解を
深めることが大切である。このような学習を通して，せりふと演じ方との関係に着目したり，
時代背景や人物像について理解して想像を広げたりすることが，古典に一層親しむことにつな
がる。
指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育
成に向けて～【中学校版】」国語－５も参考になる。
（参照）
「言語活動事例集【中学校版】」P.27～P.28
設問二
趣旨
落語に登場する人物の言動の意味を考え，その姿を想像することができるかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内
容の理解に役立てること。 《文章の解釈》
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｲ) 古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像するこ
と。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 二 １ １と解答しているもの 4.9
２ ２と解答しているもの 20.7
３ ３と解答しているもの 5.7
４ ４と解答しているもの 67.8 ◎
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.8
分析結果と課題
○ 正答率は67.8％であり，話の展開を捉えた上で，登場人物の言動の意味を考え，その姿を
想像することに課題がある。
○ 解答類型２の反応率は20.7％である。これは，話の展開や人物の設定を正しく捉えられず，
登場人物の言動からその姿を想像することができていないものと考えられる。
学習指導に当たって
話の面白さを味わう
文学的な文章について，文章全体の面白さや雰囲気を味わうには，文章の展開に沿って，場
面の様子を捉えたり登場人物の言動の意味を考えたりすることが重要である。特に，落語など
の伝統芸能を味わうためには，時代背景，人物相互の関係，場面設定などを押さえた上で，作
品の面白さを見いだしていくことが大切である。
設問三
趣旨
落語に表れているものの見方や考え方について，根拠を明確にして自分の考えを書く
ことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。
《記述》
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
エ 文章に表れているものの見方や考え方について，知識や体験と関連付けて自分の考え
をもつこと。 《自分の考えの形成》
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｱ) 作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界を楽しむこと。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① ＡとＢのいずれか一つの〈演じ方〉を選んで，その記号を塗り潰し
ている。
② このように言った殿さまの気持ちを想像して適切に書いている。
③ 【落語「目黒のさんま」のあらすじ】や【落語「目黒のさんま」の
最後の部分】から正しく引用したり要約したりして書いている。
④ ③が，②の根拠として適切である。
⑤ 五十字以上，八十字以内で書いている。
＊ ②，③のどちらかを満たさない場合は，④も満たさないものとする。
（正答例）
・Ａ
殿さまは，とても怒っていると思うので，Ａのように演じます。根
拠は，「蒸して，脂がぬいてあるぱさぱさの」まずいさんまを食べさ
せられたからです。 （71字）
・Ａ
殿さまは腹を立てていると思う。さんまに間違いないかを家来に確
認したあとに一口食べたところ，目黒で食べたものとは違ったからだ。
だから，責めるように演じる。 （77字）
・Ｂ
殿さまは，不思議に感じていると思うからです。なぜなら，目の前
に出されたさんまを一口食べてみると，目黒で食べたときのさんま
とは全く違う味だったからです。 （76字）
・Ｂ
「感涙にむせんで」食べるほど期待していたのに，目黒で食べたさ
んまとは味が違って戸惑っているだろうから。 （52字）
１ 条件①，②，③，④，⑤を満たして解答しているもの 47.2 ◎
２ 条件①，②，③，④を満たし，条件⑤を満たさないで解答している
もの 0.4
３ 条件①，②，③，⑤を満たし，条件④を満たさないで解答している
もの 5.2
４ 条件①，②，⑤を満たし，条件③，④を満たさないで解答している
もの 1.7
５ 条件①，③，⑤を満たし，条件②，④を満たさないで解答している
もの 19.5
９ 上記以外の解答 17.5
０ 無解答 8.3
分析結果と課題
○ 正答率は47.2％であり，登場人物の言動に表れているものの見方や考え方について，根
拠を明確にして自分の考えを書くことに課題がある。
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○ 解答類型５の反応率は19.5％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例）
・Ａ
殿さまが家来に用意させて親戚の家で食べたさんまは，以前目黒で食べたさんまと
大きく味が違っていたから。 （51字）
このように解答した生徒は，引用や要約は書いているが，殿さまの気持ちを書くことがで
きていない。
（誤答例）
・Ｂ
殿さまは，ずっとさんまを食べたがっていたので，「蒸して，脂がぬいてあるぱさ
ぱさのさんま」でも食べられてうれしかったと思うから。 （64字）
このように解答した生徒は，話の展開や殿さまの言動から，殿さまの気持ちを想像して適
切に書くことができていない。
（誤答例）
・Ｂ
目の前に出てきたさんまは，目黒で食べたさんまと見た目も味も違うので「これが
さんまか？」と家来に問いかけるように演じた方がよいと思い，Ｂを選びました。
（75字）
このように解答した生徒は，話の展開は理解できているが，殿さまの気持ちを書くことが
できておらず，選んだ理由を書いている。
○ 解答類型９の反応率は17.5％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例）
・Ａ
Ａの責めるように演じるだと思います。なぜなら，私が同じようなことをされたら，
やっぱり相手を責めたくなると思うからです。 （60字）
このように解答した生徒は，殿さまの気持ちを想像して適切に書くことができていない。
また，その根拠となる引用や要約を書くことができていない。
○ 「４年間のまとめ【中学校編】」では，文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えたい
事柄や根拠を明確にして自分の考えを書くことに課題があると分析している。本設問では，
正答率は47.2％であったことから，この点については，引き続き課題があると考えられる。
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学習指導に当たって
登場人物の心情を豊かに想像する
文学的な文章を読む際には，登場人物の心情を豊かに想像することが，文章全体の面白さや
雰囲気を味わうことにつながる。そのためには，場面ごとに登場人物の心情を独立して捉える
だけではなく，文章の展開に即して変化していく心情を捉えることが重要である。
根拠を明確にして自分の考えを書く
登場人物の心情や作者の思いなどを想像するためには，自分が感じたことや考えたことの根
拠を，文章の一節や文章の展開に照らして明らかにすることが重要である。
例えば，落語の一部を朗読したり演じたりする課題を設定し，読み方や演じ方の工夫などを
検討する学習活動が考えられる。その際に，登場人物の心情，人物相互の関係，話の展開など
を根拠として，読み方や演じ方の妥当性について検討し，自分の考えをより確かなものにする
ことが大切である。
指導に当たっては，平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ３，及び平成25
年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２三に係る授業アイディア例，「言語活動の充
実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【中学校版】」国語－３，
国語－15も参考になる。
（参照）
「平成24年度【中学校】授業アイディア例」P.５～P.６，「平成25年度【中学校】授業アイ
ディア例」P.11～P.12，「平成24年度【中学校】報告書」P.208～P.209，「言語活動事例集【中
学校版】」P.23～P.24，P.47～P.48
（参考）
※ 平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２三では，「文章の内容について，
根拠を明確にして自分の考えを書くことができるかどうかをみる」問題を出題した。
（正答率 66.2％）
※出典等
【落語を紹介する本の一部】は，大野桂『大道芸・寄席芸 日本の伝統芸能７』（平成７年
４月 小峰書店），林家木久扇監修『お笑いの達人になろう！①落語』（平成21年３月 ポプラ
社）などを参考にした。
【落語を紹介する本の一部】にある写真は，斎須博 氏（高座名：二松亭ちゃん平，茨城キ
リスト教学園中学校高等学校教諭，第三回社会人落語日本一決定戦優勝者）。
【落語「目黒のさんま」のあらすじ】は，興津要「目黒のさんま」（『古典落語』平成14年
12月 講談社）を参考にした。
【落語「目黒のさんま」の最後の部分】は，興津要「目黒のさんま」（『古典落語』平成14年
12月 講談社）による。
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巻末資料
【本調査の実施において参考となる過去の調査】
調査名 実施時期 対象学年 調査対象生徒数
平成19年度 全国学力・学習状況調査 平成19年４月 第３学年 1,196,898 人
平成20年度 全国学力・学習状況調査 平成20年４月 第３学年 1,181,927 人
平成24年度 全国学力・学習状況調査
平成24年４月 第３学年 1,183,501 人
（抽出調査）
平成25年度 全国学力・学習状況調査 平成25年４月 第３学年 1,189,795 人
※各調査の実施時期や対象学年，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要がある。
【参考文献】
・文部科学省「中学校学習指導要領」 平成20年３月告示
・文部科学省「中学校学習指導要領解説 国語編」 平成20年９月
・全国的な学力調査の実施方法等に関する専門家検討会議「全国的な学力調査の具体的な実施方
法等について（報告）」 平成18年４月25日
・全国的な学力調査の在り方等の検討に関する専門家会議「平成23年度以降の全国的な学力調査
の在り方に関する検討のまとめ」 平成23年３月31日
・文部科学省「読解力向上に関する指導資料 ～ＰＩＳＡ調査(読解力)の結果分析と改善の方向～」
平成17年12月
・文部科学省「読解力向上プログラム」 平成17年12月
・文部科学省「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～
【中学校版】」 平成23年５月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「評価規準の作成，評価方法の工夫改善のための参
考資料（中学校）―評価規準，評価方法等の研究開発(報告)―」 平成14年２月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「評価規準の作成のための参考資料（中学校）」
平成22年11月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための
参考資料（中学校 国語）」 平成23年７月
・文部科学省 国立教育政策研究所「平成１９年度 全国学力・学習状況調査【中学校】報告書」
平成20年１月
・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２０年度 全国学力・学習状況調査【中学校】報告書」
平成20年11月
・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２１年度 全国学力・学習状況調査【中学校】報告書」
平成21年12月
・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２２年度 全国学力・学習状況調査【中学校】報告書」
平成22年10月
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・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２４年度 全国学力・学習状況調査【中学校】報告書」
平成24年９月
・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校
国語」 平成25年８月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成１９年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
中学校 国語」 平成19年５月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２０年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
中学校 国語」 平成20年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２１年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
中学校 国語」 平成21年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２２年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
中学校 国語」 平成22年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２４年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
中学校 国語」 平成24年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２５年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
中学校 国語～一人一人の生徒の学力・学習状況に応じた学習指導の改善・充実に向けて～」
平成25年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２６年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
中学校 国語～一人一人の生徒の学力・学習状況に応じた学習指導の改善・充実に向けて～」
平成26年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「解説資料 中学校 国語」 平成23年９月
・国立教育政策研究所教育課程研究センタ 「ー平成２１年度 全国学力・学習状況調査【中学校】
の結果を踏まえた授業アイディア例」 平成21年８月
・国立教育政策研究所教育課程研究センタ 「ー平成２２年度 全国学力・学習状況調査【中学校】
の結果を踏まえた授業アイディア例」 平成22年８月
・国立教育政策研究所教育課程研究センタ 「ー平成２４年度 全国学力・学習状況調査【中学校】
の結果を踏まえた授業アイディア例」 平成24年９月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２５年度 全国学力・学習状況調査の結果を
踏まえた授業アイディア例 中学校 国語 数学」 平成25年９月
・国立教育政策研究所ウェブサイト「平成２３年度 全国学力・学習状況調査として実施予定で
あった調査問題を踏まえた授業アイディア例 中学校 国語」
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今
後の取組が期待される内容のまとめ～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【中学校編】」
平成24年９月
※ これらの資料は，文部科学省及び国立教育政策研究所のウェブサイトにも公開されている。
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